
明日はいよいよ卒業証書授与式！
～ひびき学年４７名の晴れの門出を祝って～

明日１５日（金）「ひびき学年」４７名の卒業証書授与式（以下

卒業式）が行われます。昨日、予行を行い最終確認をしました。

ここではあまり詳しくはお伝えできません（次号で詳しくお伝え

したいと思います）が、子どもたちは、歌や呼びかけなどをがん

ばっており、いい卒業式になりそうです。

６年生の保護者の皆さんには、わずか１年間ではありましたが

本当にお世話になりました。６年生を送る会の時に子どもたちに

は話をしたのですが、正直なところ４月当初の６年生の様子を見

て、私はとても心配でした。担任の先生が二人とも変わったこと

も一因だったとは思いますが、なんとなく落ち着かず、授業にも

身が入っていない感じでした。友人関係の問題がちょこちょこ起

きていたのも事実です。しかし、二人の担任の先生方の根気強い

指導もあり、ひびき学年の持ち前のパワーもあり、次第に力を発

揮するとともに、学級や学年がまとまって行く様子が見られるようになりました。特に行

事で見せるパワーには目を見張るものがありました。人前でも物怖じせず、堂々としてい

る姿、ダンスなどのパフォーマンスやユーモアのある発言などにも感心させられました。

在校生にとっていい手本になってくれた１年間だったと思います。きっと中学校に行って

も多方面で活躍してくれるものと期待しています。また、本番に強い「ひびき学年」です

ので、明日の卒業式も立派な晴れ姿を見せてくれるものと思います。

なお、今回の卒業式に向けて、会場準備や校内の装飾など５年生が中心になって頑張っ

てくれました。明日の卒業式も５年生を中心に全校児童が６年生への感謝の思いを込めて、

いい式にしてくれるものと期待しています。

東京田沢湖会からたくさんの本をいただいています！
首都圏在住の旧田沢湖町出身者が中心となって、交流・

親睦・情報交換等の活動を行っている東京田沢湖会の皆さ

んから、たくさんの本を寄贈していただいています。これ

まで、童話や小説、図鑑など段ボール３箱、約１００冊の

本をいただきました。本当にありがたいことです。いただ

いた本は、図書館前廊下で紹介し、どんどん子どもたちに

読んでもらっています。

一方、残念なこともあります。図書室など学校にある本

の蔵書検査をしたところ、今年１年間で２０冊弱の本が行方不明であることが分かりまし

た。もしも学校の本がおうちで見つかりましたら、お子さんに持たせてくださるようお願

いいたします。

式次第

１ 修礼

２ 開式の言葉

３ 国歌斉唱

４ 校歌斉唱

５ 卒業証書授与

６ 校長式辞

７ 来賓祝辞

８ 祝電の案内

９ 呼びかけ

１０ 閉式の言葉

１１ 終わりの言葉

新しい本を紹介するコーナー
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山田町立大浦小学校からお礼の品が届きました！
こまくさ３５号にて東日本大震災で被災した岩手県山田町立大浦小学校に義援金を送っ

た旨をお知らせいたしましたが、先日大浦小学校からお礼のお手紙と品物が届きました。

音楽室前の廊下に展示していますので、来校の際は是非ご覧になってみてください。校長

先生からのお手紙には、感謝の言葉と同時に「子どもたちは送られた手紙を読んで、貴校

の子ども達のやさしさを感じておりました。また頂いた義援金で問題集を購入し、学力日

本一の秋田県に追いつけ、追い越せと学習に励んでおります」と書かれていました。有効

に使っていただいたことを嬉しく思いました。またお礼の品として子どもたちがアワビの

殻で作ったストラップと地域の方が千代紙などで作った箱を、本校の学級数に合わせそれ

ぞれ９個ずつ送ってくれました。手作りのきれいな贈り物に感激しました。

大浦小学校は、全校児童がわずか１８名の小さな学校で、２０２０年度には近くの学校

と統合して廃校になってしまうそうです。小学校がなくなると地域が寂しくなってしまう

と言っていた校長先生の言葉が印象的です。この３月１１日で被災して８年の月日が立ち

ますが、復興はまだ道半ばのようです。一日も早い復興を祈っています。

４日（木）新任式・始業式、９日（火）入学式、１７日（水）ＰＴＡ総会、

２３日（火）先生方の研究集会のため児童休み、２６日（金）交通安全教室

仙北市立生保内小学校のみなさまへ

やわらかな日差しが春の訪れを感じさせる季節となりました。生保内小学校のみ

なさまは、いかがお過ごしでしょうか。こちら山田町は、太平洋沿岸特有の乾燥・温

暖な気候で例年雪の少ない冬を過ごしています。今年は、さらに雪が少なく、しばら

く雨も降っていません。

私たちの大浦小学校は海が近く、地域産業の漁業が盛んです。地域学習として、

ホタテたたきや新巻鮭づくり、牡蠣むき体験などに取り組んでいます。

さて、この度はみなさまからの心温まる義援金を送っていただき、ありがとうご

ざいました。お手紙をみんなで読ませていただき、ボランティア活動で集まった大事

なお金だということがわかりました。いただいた義援金で、日頃の学習に役立つ問

題集を購入し、毎日の学習に使うことになりました。ご支援本当にありがとうござい

ました。

気温の変化が激しく雪解けの待ち遠しい季節ですが、これからもお互いに勉強や

運動をがんばっていきましょう。

平成３１年３月４日 山田町立大浦小学校 児童会

いただいたメッセージや写真 あわび貝のキーホルダー きれいな八角形の紙細工


